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表紙．徳島県名東銅鐸 （徳島市教育委員会蔵）の出土状態
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田芋を知りませんか？
庄武憲子

たいも みずいも

私は、 芋を探しています。ぞれは、田芋、もしくは水芋と

いう芋です。どなたかこの芋を見たこと、作ったことはあり

ませんか？

1 回芋とはどんな芋か
さつ芯ん あまみ さきしま

回芋の栽培は、薩南、奄美、沖縄、先島等の南西諸島では、

わりとよく見かけることができます。その姿形は、 一見する

と里芋とほとんどかわりません（図1）。 ただ、里芋とはっき
たんすい

り遣うのは、まず湛水（流水）、つまり水の中に植えて栽培す
たん｛ぎ

るという点です。ちょうど稲を、水をいれた田園で育てるの

と同じです（図2）。

また、 里芋は春植

え付けて、その年の

夏から軟にかけて収

穫できますが、田芋

は、 芋の収穫に 1

年～2年かかり、植

えたまま冬を越しま

す。さらに植えてい

るあいだ、芋の葉柄
ずいじ

を随時 （特に夏季）

とって野菜として利

用します。最後に芋

を食べた時、里芋に

図1 田芋。鹿児島県十島村（口之島）。 比べて非常にモチモ
赤い芽と白い芽の2種類がある。

チとした感じを受け

図2 田芋栽培の様子。 鹿児島県和泊町内城 （沖永良部島）。地元

の人は「ターリウム」と呼んでいる。
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2 儀札と回芋

南西諸島において

は、 田芋が、年中行事

や祭などのに使用され

る食物として、非常に

大切な役割を果たして

います。沖縄本島北 園3 口之島の霜月祭。ネシ（内侍）

部品量殺識 と呼ばれる女性と、ホ イ （祝

じま 人）と呼ばれる男性の神役を中
島、奄美大島では、旧

心に行れる。

麿の一月十五日頃、先
かんしぶ

祖や神棚に、田芋を米粉、甘藷などと混ぜ、練ったりついたり

して作った、田芋の餅と呼べる食物を、供える行事を行ったこ

とが聞かれます。例えば、与論島では、旧暦1月15日を「チ

キナ （月の真ん中）」といって、「ウン二一マイ」（田芋を煮

て、米の粉を溶かしたものを混ぜ、芋の姿がまったくなくなる

までつぶしたもの）を必ず作り、先祖にお供えする行事があり

ました。このとき、ウン二一マイをたべないと 「ミャンチ、ソ
ふくろう

ク 〔異）」になるよという面白いいい習わしが伝えられてい

ます。さらに、沖縄本島北部、奄美大島、ト力ラ列島では、旧
しもっき

暦の霜月に芋祭が行われていた地域があり、収穫された田芋が

供物として使われます。卜力ラ列島の一番北に位置する口之島

というところでは、現在でも 「霜月祭り」という巴芋の収穫祭

を見ることができます。（図3,4）。

3 稲以前の作物としての田芋

行事において、先祖、神棚への供物に使用されたり、収穫祭

が存在していることなどから、南西諸島においては、田芋が伺
うがが

か重要な意味を持つ作物て・あったことが窺えます。事実、水の
じゅ古川

中に植えられた芋は、獣害にあいにくく、さらに、芋だけでな

く葉柄も食料として使用できるという利点などがあげられ、大

事にされてきました。いわば、南西諸島には、日芋文化と呼べ
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図4 霜月祭のために集落軒軒から白芋が

集められる様子 （A）と集められた芋

CB）。田芋を作っていない家では、里芋や
甘藷をかわりに出す。

るものが存在していると考えられるのです。

また巴芋の栽培は、芋の上部から葉柄の根元の下の方をきり

とったものを植えつけて、芋が大きくなったら必要な分だけ収
くわ

穫する、また、道具も鍬つあればことたりる、という非常に

原初的なものです。そのうえ、先にも書いたように、水田で栽

培する稲と栽培方法が類似すること、芋餅としての使われ方な

どから、水田稲作が行われる以前に、水田芋作が行わ才1ていた

のではないかという考えもあります。田芋の存在は、日本の農

耕の歴史を考えるのに意義あるものなのです。

4 黒潮の流れと回芋

最後に南西諸島で栽培される囚芋がどこからきたのかという

ことを考えましょう。この芋は熱帯型のものとされ、南方から

入ってきたことがいわれています。先島諸島をへた台湾、
こうとうし恥

紅頭酬でも、同様に田芋作が行われており、収穫感謝祭に、

粟、山芋、里芋などとともに田芋が供えられることも報告され
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図5 里芋の名称

TAIMO （・），丁目MO（帯），

TEEMO (*), TAIMBO (•I•), 
TANBαMO （国）, TAHCC8 (T) 

（園立国語学研究所 f日本言語地
図4J、19'70より作図）

ています。ちょうと・黒潮の流れにそって、田芋文化が展開して

いるのです。さらに、この南からの田芋文化はどこまでつな

がっているのでしょうかつ南西諸島を北上すると、田芋の存在

は珍しいものになりますが、九州や、中国地方、伊豆諸島等

で、ぽつぽつと田芋の栽培が報告されています。徳島県にほど
ぬしま

近い、淡路島の南西にある沼島という島でも、田芋栽培があっ

たことがいわれています。しかし、これらが南西諸島での田芋

と同じ種類のものかはっきりわかっていません。

また、田芋の栽培はなくても、里芋のことを 「タイモ」と呼

ぶ地方はたくさんあります。

特にお隣の、黒潮に直接面する高知県では、里芋のことを「タ

イモ」と呼ノヌのが通常です （図5）。

私はこのような地域では、かつては黒潮の流れにそって伝

わった巴芋が存在していたのではないかと思っているのです。

そこで、その証拠をつかむために田芋を探しているわけです。

どうぞ、田芋やそれに似た芋に心あたりのある方は、県立博

物館にご報ください。よろしくお願いいたします。

（学芸員民俗担当）



｜館蔵附 力ラスアゲハの性モザイク個体 I 

これは力ラスアゲハのオスメス標本です！

オスメス標本？写真をよく見ていただくと、左右の

後麹（後ろパネ）の色と模様が違うことに気がつかれ

るでしょう。この個体はほとんどオスなのですが、右

の後ろパネだけはメスの特徴がそのまま現れています。

この標本は、鴨島養護学校の横内靖彦さんが育てた

中の1匹で、 緒にこの蝶を育ててくれた大塚義樹先

生を通じて、当博物館に寄贈されたものです。 1995年

5月に、大塚先生が美馬郡一宇村のつづろ堂で採集し

たメスに卵を産ませ、それを横内さんが一生懸命に育

てたところ、ワ月ワ日にこの蝶が親になりました。この

蝶が、オスとメスが混ざって現れた個体であると気が

つき、これは貴重なものだからと、博物館ヘ寄贈して

下さいました。

毘虫にはこの標本のように、1つの個体にオスの部

分とメスの部分が混ざって現れることがあります。極

端な場合は、オスとメスが右と左に半分ずつ現れる場
しゅうがた

合があります（ニュース6号に左右での雌雄型を紹介

してあリます）。
じゅせい

ふつう、卵が受精した時には、性染色体によってオ

スかメスのどちらか一方の性に決まって発生していくの

ですが、その一部が何らかの異常で、決まっていたもの

とは逆の性になってしまい、そのまま発生を続けていっ

たためこのような現象が生じたと考えられています。し

かし、このような例はきわめて少なく、その仕組みもま

だはっきりとは解明されていません。

この標本では、右後ろパネがメスであると書きました

が、正確にはそのように単純ではなく、そのほかの部分

にも少しずつですが、オスの形質の中にメスの形質が混

じり込んでいます。まさに性モザイク個体なのです。左

右の前パネには、オスにしかない性標とよばれるビロー

ド状の毛を持ち、左の後ろパネの外側に近い部分には、

青緑色の細い帯状の紋を持つので、オスと考えられま

す。しかし、右の後ろパネの紋は赤色の半月状で、これ
はんもん

はメスにしか見られない斑紋です。また、前パネの中央

部付近から先端部にかけて、あちこちに黄色みの強い鱗

粉が細い帯状に入っていますが、これはメスに表れる特
りんぶん

徴で、オスではほとんどが青緑色の鱗粉ですので、前パ

ネにもあちこちメスの形質が混じり込んでいることがわ

かります。

このような標本

はなかなかお目に

かかることができ

ない貴重なもので

す。

大原賢二

（主任学芸員・毘虫

担当）

図1
カラスアゲハの性モ
ザイク個体。

左表側、右裏側

新着資料紹fl'(1995年11月～1996年1月）

考 古復元青銅器（購入）

歴 史古語拾遺［嘉禄本］レプリ力（購入）、

太平洋戦争白書一米国戦略爆撃調査団報

告書（購入）

美術工芸広輝筆松鷹図（購入）

民 俗刻み煙草版木（購入）、フゴほか（寄贈）
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動 物キツネ （寄贈）、タカアシガ二（寄贈）

植 物廻国奇観、 校正救荒本草、救荒野譜補

遺ほか （購入）

地 学しゅんせつ土の中の貝殻 （寄贈）、白然金

ほか外国産鉱物（購入）、ゴトランド島産

シルル紀化石 償請入）



どうたく

銅鐸は弥生時代に稲作のまつりに使われた力ネといわ

れています。これまで、西日本を中心に約43'.J個ほど発

見されていますが、徳島県内からは、その約7割が見つ

かっています。徳島県は有数の銅鐸出土地です。

銅鐸ほど謎の多い遺物はありません。いつ、どこでつ

くられ、どのように使われ、なぜ埋められたのか。銅鐸

に描かれたシ力やトンボは何を意味するのか。いまだ解

明されていない謎も多くあります。

この企画展は、国立歴史民俗博物館が企画し、全国5

会場を巡回するもので、銅鐸のっくり方やうつりかわ
まいのう

り、銅鐸絵画の意味、銅鐸のまつりや埋納など銅鐸に秘

められた謎を多面的に紹介するものです。

・主催徳島県立博物館毎日新聞社

．会期平成8年4月2日（火）～5月12日（日）

休館日月曜 （休日の場合は翌日）

・会場徳島県立惇物館企画展示室

徳島県立21世紀館多目的活動室

・観覧料 大人 400円 （320円）

高大学生 200円（160円）

小中学生 I 00円 （80円）

（ ）内は20名以上の団体

・主な展示品

国宝兵庫県桜ケ丘2,4号銅鐸神戸市立博物館蔵

童文徳島県田村谷銅鐸 田村家蔵
どうけん どうか どう居こ

童文福岡県吉武高木遺跡出土細形銅剣銅文銅矛

福岡市博物館保管
あ づま

徳島県安部真銅鐸 高橋浪子氏蔵

兵庫県桜ケ丘5号銅鐸の絵 （神戸市立博物館蔵）
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企画展関連行事

( 1)記愈傭演会

講 師 国立歴史民俗博物館副館長 佐原質氏

日 時 平成8年4月28日 （日） 13:0:J～14:30 

会場 徳島県立21世紀館イぺントホール

入場無料

(2）解鋭講座

会場 博物館講座室

第1回 銅鐸のうつりかわリ 講師天羽利夫

平成8年4月7日（日）13:00～14:30 

第2回 銅鐸のまつり 講師高島芳弘

平成8年4月14日 （日） 13:00～14:30 

第3[QJ 銅鐸のっくり方 講師魚島純

平成8年4月21日（日）13:00～14:30 

(3）企画展解鋭

会 場 博物館企画展示室

第1回 講師国立歴史民俗博物館副館長佐原真氏

平成8年4月 2日 （火）

10.30～11 .30、1400～15 00 

第2固 講師天羽利夫

早成8年5月 5日 （日）14:00～15:08 

第3回 講師高島芳弘

平成8年5月12日 （日）14:00～15:00 

鳥取県泊銅鐸 ［複製］（原品：東京国立博物館蔵〉
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最近出土した徳島大空襲戦災遺物について

1945年7月4目、徳島市は高松・

高知・姫路とともに、アメリカ軍の
ばくげきき

B29爆撃機の攻撃により、人的－物

的ともに著しい被害を受けました。

1995～96年に実施された公共施

設の立て替え工事による発掘調査や

徳島市の公園整備事業によって、
しょういた。ん

焼夷弾破片建築金具陶磁器ガ
かわら

ラス・ピンー瓦・ レンガなど、徳島

大空襲の戦災遺物が多数出土してい

ます。

ここでは、それらの発掘調査や公

園整備事業で出土した徳島大空襲の

戦災出土遺物について紹介します。

1 徳島市常三島遺跡

1995年12月、徳島大学工学部の光応用施設の建築

工事に伴い、徳島大学による発掘調査が実施されまし

た。この調査で江戸時代の徳島藩の下級武士の屋敷跡

から、約1〔）個の焼夷弾の破片が出土しました。アメリ

力軍の「Ta:=ticalMission Report」によると、徳島に

投下された焼夷弾は、テルミッ ト マグネシウム焼夷

弾「AN-M17 A 1-500ポンドI.C. J (647. 0トン）と、

油脂焼夷弾「AN-M47A2-100ポンドI.B.」（403.8 

トン）で、 前者は家屋の破壊、後者は木造家屋の焼却

に用いられました。深さ約80cmの江戸時代の層から

テルミッ トーマグネシウム焼夷弾の破片5個が出土し

たので、この焼夷弾の霞通力が極めて強かったことが

わかります。油脂焼夷弾は数個出土していますが、こ

の遺跡が湿地帯であるため、著しく腐食していました。

2 徳島保健所街肉

1995年7月、徳島市新蔵町3丁目の徳島保健所の

建築工事に伴い、徳島県埋蔵文化財センターによる発

掘調査が実施されました。この調査で、磁器ガラス

片が15個出土しました。このうち磁器ガラス片が固

着した有田焼の磁器皿片（図1-A）と、 内容物が溶解

し皮膜状に固着したガラスピンの破片（図1-B）が出

土しており、空襲による火災のすさまじさを示してい

ます。

図1出土した徳島大空襲の戦災遺物と出土状況。
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3 新町川公園（徳島市東船場町1丁目）

1996年｜月、徳島市の公園整備事業で、薬ピン ・皿・

鉢茶碗湯飲みの磁器片や瓦レンガなどが大量に出

土しています。特に空襲まで、新町橋南詰めの東側に
むや

あった徳島司撫養閣の定期船の船着き場の石段付近の西

側には、大量の褐色系薬ピンが、また、石段の東側には

大量の瓦が層状に埋もれていました （園小C）。 この付

近は、当時定期船の乗客が利用した食堂や土産店などが

軒をならぺ、 徳島では繁華街の一つでした。

4 新町川公園（徳島市東船煽町2丁目）

1996年｜月、徳島市の公園整備事業で、 皿・鉢・茶
かすがい

碗・急須の磁器片やガラス片をはじめ、鎚 棚受け金
ちょうつがい

異－蝶番・瓦レンガなどが多数出土しています。臨器

片の中には、同じ器物の小片と釘が固着した皿や炭化物

と盟器片が重なって固着した団塊 （最大、径14Cf!1)3 
うわぐすり

個があります（図1-0）。しかも、この団塊の函器の紬薬

は、火災の高熱で半溶解状を呈しています。いかにアメ

リ力軍の焼夷弾による攻撃が激しく、空襲による火災の

熱が高熱だったかをうかがい知ることができます。

戦争体験の風化が急速に進んでいる現在、癒島大空襲

の実相を私たちは正確に伝えていかなければなりませ

ん。 これらの遺物はその手がかりになるものです。

山川浩賓（人文課長．麿史担当）



レヲデEレぶ兵

Q.吉野川には何種類くらいの魚lがいますか？

さかのま

吉野川には、河口から14kmほど遡ったところに江戸時代
だいじゅうぜき

に作られた固定式の第十堰があります。最近、それを可動式の

堰に付け替えようという計画が建設省から出され、その是非を

巡ってさまざまな議論がなされているのは、皆さんもご存知で
す

しょう。そのせいか、博物館へも吉野川に棲む魚、についての問

い合わせが増えてきました。吉野川にどんな魚が何種類くらい

いるのかまとめてみました。

一口に淡水魚といっても生活の仕方はいろいろです。淡水魚

の生活史を川と海とのかかわりに注目して分けると、純淡水
カいゅうぎよ

魚、通し回遊魚、そして周縁性淡水魚の3つのグループに分け

ることができます。図1は吉野川に棲む魚の種数をこれらのグ

ループ別に集計したものです。各グル プについて説明してお

きましょう。

純淡水魚というのは 生を淡水域で生活する魚、で、もっとも

淡水魚らしい淡水魚といえます。これにはコイやオイカつなど

の魚が含まれます。ただしウグイや力ダヤシのように比較的塩

分に強く、河口域でもふつうに見られる魚も少数ですが含まれ

ます。

ところで図1の円グラフでは、純淡水魚をさらに2つに分け

ています。在来種というのは、元もと吉野川に棲んでいた魚の

ことです。移入種というのは人が持ち込んだ魚のことで、外国

産のものもいれば、園内の他の川や湖からやってきた国産のも

のもいます。また移入種の中には、ブラックパスのように自然

繁殖しているものもいれば、ソウギョのように自然繁殖してい

ないと考えられるものもいます。それにしても純淡水魚52種

のうち半数が移入種だったとは、その多さには驚きました。移

入種は元からある生態系に影響を及ぼすので、このような事態

は望ましくありません。

通し回遊魚というのは、一生の間に川と海を必ず行き来する

周縁性淡水魚

（重複種がいるので総種数は各ヴループの合計と 致しない）

図1吉野川産魚類の生活史型別種数

ワ

魚、のことです。このグル プは回遊のパターンによってさら

に3つに分けることができます （図2）。
そか

湖河回遊魚は、サケのようにふだんは海で生活し、産卵の

ときは川に上ってくる魚です。吉野川にはサケはいませんが、

シラウオとアマゴの降海型のサツキマスの2種がいます。
こうか

降河回遊魚は、湖河口遊魚、とは逆に、ウナギのようにふだ

んは川で生活し、産卵の時は海に下る魚です。吉野川にはウ

ナギの他にアユカケがいます。

両側回遊魚は、ふだんは川で生活しますが、降河口遊魚と

は異なり、川で産卵します。そして帰化した仔稚魚はいった

んすぐに川を下り、赤ちゃんの時期を河口や海ですごします。

吉野川にはアユの他にオオヨシノボリやヌマチチブなどのハ

ゼ類がいます。
きすい

周縁性淡水魚とは、汽水性の魚やたまたま河口域に侵入し

てくる海水魚を指します。前者にはマハゼやコノシ口、後者

にはアカエイやマサパが含まれます。しかしこれらの中間に

はポラやクロダイなどのように、幼魚期にかなり積極的に河

口域を利用する魚もおり、川を利用する程度は種によりまち

まちです。

吉野川からは以上のようなグループの魚が、全部で157種

が記録されています。しかし、これらのうちには力ジ力のよ

うにすでに絶滅したものや、アオギスのように絶滅一歩手前

と考えられるものもいます。また、今後の調査の進展によっ

て新たに確認される魚もいることを付け加えておきます。

佐藤陽 （主任学芸員動物担当）

4臨卵

ー同仔稚魚

両側回避型

図2 通し回遊魚の回遊型



4月から6月までの博物館普及行事 あなたも参加してみませんか？

シリーズ fJ 事 名 実施日 実施時間 対象 （人数）

※生きもののくらし 4月13巴（土） 14 00～15 00 小学生から般（5J人）

土曜講座 ※中央構造線のはなし 5月11巳（土） 14 00～15 00 小学生から般（5J人）

※函人守住貫魚 6月 8日（土） 14 00～15 00 小学生から一般の3人）

春の樋物と毘虫 4月14日（日） 10 0 D～15 00 小学生から般（30人）

野外自然かんさつ 立1II谷の地質史学 5月19日（日） 10 30～16 00 小学生から一般（40人）

磯のいきもの 6月 2日（日） 11 00～13 00 小学生から般（70人）

歴史散歩 古墳見学 5月26日（日） 9 C D～17 00 小学生から般（45人）

標本の作り方名前の 淡水魚謁査法講座①採集標本の作り方 6月 8日（土） 10 C D～17 00 高校生以上（20人）

調べ方 淡水魚調査法講座②名前の調べ方 6月 9日（日） 10 00～17 00 ①の参加者のみ

※講座銅鐸のうつりかわり 4月 7日（日） 13 C D～14 30 小学生から般（50人）

※講座銅鐸のまつり 4月14日（日） 13 C O～14 30 小学生から一般（5J人）
※誘廃銅鐸のっくり方 4月21日（日） 13 00～14 30 小学生から一般（5J人）

企画展 ※記念講演会銅鐸の絵と子どもの絵ー銅鐸絵画の謎に迫るー 4月28日（日） 13 C O～14 30 小学生から般（300人）

「銅鐸の美」
国立歴史民俗博物館副館長佐原真

関連行事
※展示解説 4月 2日（日） 10 3：：：～11 30 小学生から般のO人）

14 o：：：～15 00 
※展示解説 5月 5日（日） 14 CJ～15 00 小学生から一般（50人）
※展示解説 5月12日（日） 14 CJ～15 CO 小学生から一般の0人）

・※は申し込み不要です。その他は往復はがきでお申し込みください。 （各行事の1力月前から10目前までに届くように）

・くわしいことは博物館にお問い合わせください。

＊＊＊＊＊材料対＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊料＊林＊〉帥＊＊＊＊料＊＊＊＊料氷料」〈料〉：〈料＊＊＊＊＊＊＊＊判＊＊料桝ヰ＊＇仲＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊同＊斗件、仲＊＊料＊＊＊コド＊〉神科ヰト＊枠制」料＇＇＊恥 ドキ

平成ワ年度の普及行事は、 7年4月から8年2月まで

に57回行われ3872人の参加者がありました。普及行

事には、室内実習、野外自然かんさつなど、全部で7つ

のシリーズがありますが、そのうち講座では毎月第2土

曜日の土曜講座と、第4土曜日のミュ ジアムト クが

あります。 7年度のミュージアムトークでは、「説志倭

人伝を読む一考古学からのアプローチー」が5回のシ

リ ズで行われました。5団連続受講の条件にもかかわ

らず、定員50人のところ63人の応募があり、多少窮

屈にはなりましたが全員受講してもらいました。最終の

5回目は「邪馬台国談義」と題して行われました。

12月17日（白）には、室内実習「落ち葉の中のいき

ものたち」が行われました。当日の1週間ほど前に落ち

葉の下の土の採集に行ったのですが、今年は異常渇水の

ため土が乾いていました。はたして、動物がいるのか心

博物館ニュース No22

配でしたが、場所をいろいろ蛮え多めに採集したので、

当日はたくさんの動物を見ることができました。肉眼

ではよくわからない動物でも顕微鏡で拡大してみると

たいへん迫力があり、驚きの声があがっていました。

落ち葉の下にはこれだけの動物がいるのかと改めて知

らされた感じでした。

1月21日（日）には、 歴史散歩「徳島城めぐり」が

行われました。 37人が鷲の門前に集まり、鷲の門、石

垣の積み方の説明を聞いた後、徳島城復元模型や 「正

保城絵図」などを参考にしながら、当時の建造物の配

置や形、使用目的などの説明を聞きました。参加者は、

普通本丸におく天守閣が東二の丸におかれていたこと

や、城の広さが四国の中では、大きな規模（東西約500

m、南北約200m）て‘あったことなどに驚かされた様

子でした。
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